
大使館安全情報
【邦人被害強盗事件に伴う注意喚起②】

２０１５．５．１８

在アルゼンチン日本国大使館

警備対策官兼副領事



「路上ピストル強盗被害」

【日時】２０１５年５月１７日（日）１６：３０頃
【場所】ブエノスアイレス市パレルモ地区、

Ａｖ．Ｆｅｄｅｒｉｃｏ Ｌａｃｒｏｚｅ １９００付近の道路上
【被害】腕時計２個
【怪我】なし
【概要】

当地に駐在する邦人家族（夫、妻、子供２人）が、職場の出張者と計
５名で当該道路をＡｖ．Ｃａｂｉｌｄｏ方向へ歩行中、バイクに乗った２人組
の男に襲われた。

男たちは２０代後半くらいの若者で、一方通行の道路をバイクで逆走
して後方から近づき、銃を持った一人が突然、被害者の子供に銃を突
きつけ、「その時計をよこせ。」と脅してきた。被害者夫妻は両手を挙
げ、抵抗することなく、その場で腕時計を男に手渡した。すると、男は
すぐにバイクに乗り込み、逃走した。被害者夫妻及び子供に怪我はな
かった。



被害位置図

至 ブエノスアイレス市セントロ方面

競馬場

至 ベルグラーノ地区

Ｒｕｔａ９

拡 大



現場周辺図

～現場の状況～
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バイクに乗った男

① 後方からバイクが逆走して
被害者に近づく。

② 銃を持った男が突然、子供に
銃を突きつけ「時計を渡せ」と脅迫

③ 被害者は両手を挙げて無抵抗の意思を示し
つつ時計を渡すと、強盗はバイクに乗り逃走した。

事件の起きた時間帯は夕方４時半
頃で、明るい時間だったが人通りは少
なかった。また、被害に遭う数分前に、
同じ通りで別の被害者（アルゼンチン
人）が同様の手口で強盗に遭っていた
とのことだった。
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現場周辺写真

【フェデリコ・ラクロセ通り１９３０付近】

比較的車の交通量もある普通の通
りに見えるが、日中でも人通りが殆ど
ない時間帯もある。街路樹の影響もあ
り、昼間でも場所によってはやや薄暗
い印象を受ける。

【フェデリコ・ラクロセ通り１９８０付近】

通りには学校もあるが、道路に面し
た入り口部は鉄格子で覆われており、
警備員も常駐している。



教訓事項等

【再発防止策】
○ 日中の明るい時間帯であっても、早朝や午後の人通りが少ない場合は特に注意。
○ 普段から、周囲の状況に気を配る癖を付ける。（定期的に後方を振り返る等）
○ 低速で走る２人乗りのバイクには要注意。（ターゲットを物色している可能性もある。）
○ 複数名で行動していても油断しない。（特に、女性や子供はターゲットにされやすい。）
○ 万が一強盗に遭ってしまっても、決して抵抗しない。（人命を最優先）

【警備対策官コメント】

本事件は、日中の明るい時間帯、且つ、比較的多くの人数で行動していたにも関わらず被
害に遭われたものです。同地域で連続した被害が出ていることから、同一犯による犯行と考
えられます。たとえ通い慣れたいつもの道であっても、周囲への注意は怠らず、警戒してい
る態度を見せることで、強盗のターゲットとなる可能性を減らすことが出来ます。一般に強盗
は銃器を所持しているものと考えるべきであり、万が一襲われた際には、両手をあげ、決し
て抵抗しないのが鉄則です。また、自ら財布を取り出す等、抵抗と勘違いされる動作（銃を
取り出すと勘違いされる）も決してしないことも重要です。

【事件当時の細部状況等】
● 被害に遭った時間は午後４時３０分頃であり、明るい時間帯の犯行だった。
● 数分前に同じ道路を歩いていたアルゼンチン人親子も同じ被害に遭っていた。
● 当初被害者は財布を渡そうとしたが、強盗はこれを盗らず腕時計を要求した。

（高価な時計に狙いを定めていた可能性）
● 強盗が現れてから立ち去るまで、ものの１～２分という短時間の犯行だった。
● ５名という比較的多くの人数で歩いていたにも関わらず被害に遭った。



「後を絶たないベルグラーノ・パレルモ地区でのモトチョロス
強盗に危惧」 （２０１５年５月１８日付ラ・ナシオン紙電子版）

パレルモ地区とベルグラーノ地区の境界に住む住民によると、強盗
は頻繁に発生しており、この事態を受けて警官配置などの警備強化が
行われた。
【記事概要】
パレルモ地区とベルグラーノ地区の境界（LIBERADOR大通りとLUISMARIA

CAMPO大通り間、ZABALA通りとNEWBERRY通り間）に住む住民や商人らは、ここ

数ヶ月立て続けに発生している、モトチョロスによる引ったくりや強盗に不安と恐
怖を感じている。
今月6日の19時頃、LIBERTADOR大通りとLACROZE通りの交差点で、15歳くらい

の少年2人が、渋滞で止まっていた車両を襲った。同日15時頃、この現場から2ブ
ロック離れたところでも、銀行から出た男性を襲った2人組のモトチョロスと警察が
銃撃戦を繰り広げた。両事件とも負傷者はいなかったが、昨年の7月30日に自転
車を盗もうとした男に抵抗して殺された27歳男性の強盗殺人事件を想起させる。
７月の事件以降、約15人の警官が、バイク、パトカーやバギーなどで同地区を

毎日巡回している。さらに、LIBERTADOR大通りのトンネルからパレルモの競馬場
の入口まで、それぞれのブロックに警官を1名を配置している。しかしながら、毎
日通行している人々によれば不十分であるという。

この地域の住民や商人によると、交差点や歩道に出ているバーのテーブルな
どでも、モトチョロスによる犯行は頻繁に発生している。昔から住む住民によると、
日が暮れるとともに、店のシャッターも閉まり、警察がいなくなると無法地帯にな
るという。19時以降は、家から出ないように心がけている住民もいる。

【参考記事】



【大使館連絡先】

おわりに

今回の安全情報についても、被害に遭われた方から積極的に情報提供していただいた
事により、詳細な情報を広く周知することができました。心より感謝申し上げます。

大使館としましては、引き続き治安関係情報の収集に努めるとともに、皆様の安全に関
わる情報について広く共有していきたいと考えております。

つきましては、被害の有無にかかわらず、邦人の安全に関わる情報がありましたら、大
使館までお寄せいただきますようお願い申し上げます。

（※ 特に、ブエノスアイレス郊外における危険地域（ビジャ情報や強盗多発地域情報等）
に関する情報がありましたらご一報いただけますと幸甚です。）

○ 大使館代表
電話番号： （５４－１１）４３１８－８２００ メール：taishikan@bn.mofa.go.jp

○ 大使館領事部
電話番号： （５４－１１）４３２８－８２２０ メール：conbsas@bn.mofa.go.jp

○ 竹熊警備対策官兼副領事
電話番号： （５４－１５）５３２７－０２１７ メール：kenichiro.takekuma@mofa.go.jp


